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特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、2026 年３月期第４四半期連結会計期間（2026 年 1 月１日～2026 年３月 31 日）において、下記

のとおり特別損失を計上する見込みとなりました。 

また、最近の業績動向等を踏まえ、2026年１月 29日に公表した業績予想を下記のとおり修正しましたの

で、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上について 

当社グループは、2021 年６月に SIGMA ENGINEERING JSC（以下、「シグマ社」という。）の全株式を取  

得し、完全子会社化しております。シグマ社は、中・大規模設備工事および風力発電設備工事において 

ベトナム国内有数の施工能力を有しておりますが、新型コロナウイルス感染症の影響による民間工事

量の減少が想定以上に長引いたことや風力発電市場への投資停滞による受注機会繰延により買収時に

想定したよりも収益性が低下し、経営環境の変化を踏まえて事業計画を見直した結果、2026 年３月期

第４四半期連結会計期間において特別損失を計上する見込みとなりました。 

 

（１）個別決算における関係会社株式評価損の計上 

   当社が保有するシグマ社の株式について、経営環境の変化や今後の見通し等を勘案して評価を行っ

た結果、関係会社株式評価損として 47 億円を特別損失に計上する見込みとなりました。 

なお、関係会社株式評価損は、連結財務諸表上では相殺消去され、「（２）連結決算におけるのれん 

の一時償却および減損損失の計上」に記載する特別損失が連結決算への影響額となります。 

（２）連結決算におけるのれんの一時償却および減損損失の計上 

   個別決算における関係会社株式評価損の計上に伴い、連結決算において同社に係るのれんの未償

却残高について一時償却を行い、のれん償却額として 20 億円、さらに、同社の顧客関連資産および

事業用資産について減損処理を行い減損損失として９億円、合計 29 億円を特別損失に計上する見込

みとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２．業績予想の修正について 

2026 年３月期通期連結業績予想（2025 年４月 1 日～2026 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 267,000 16,700 17,500 12,200 177.68 

今回修正予想（Ｂ） 254,000 18,000 18,500 10,000 145.61 

増減額（Ｂ－Ａ） △13,000 1,300 1,000 △2,200  

増減率（％） △4.9 7.8 5.7 △18.0  

（ご参考）前期実績 
（2025 年３月期） 257,204 16,185 17,302 11,982 169.92 

 

2026 年３月期通期個別業績予想（2025 年４月 1 日～2026 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 239,000 14,500 16,000 11,500   167.49 

今回修正予想（Ｂ） 229,000 16,500 18,000 8,000 116.48 

増減額（Ｂ－Ａ） △10,000 2,000 2,000 △3,500  

増減率（％） △4.2 13.8 12.5 △30.4  

（ご参考）前期実績 
（2025 年３月期） 228,759 13,923 15,310 10,926 154.94 

 

３．修正の理由について 

（１）個別業績予想 

売上高は、大型工事の進捗が当初の想定を下回ることなどにより減少が見込まれる一方、原価管理 

 の徹底による工事採算性の向上により営業利益、経常利益は前回発表予想値を上回る見込みであり

ます。当期純利益は、前述のとおり、関係会社株式評価損を計上することにより、前回発表予想値を

下回る見込みであります。 

（２）連結業績予想 

   売上高は、当社で減収が見込まれることに加え、海外子会社において大型工事の受注が想定よりも 

  遅れたことなどにより前回発表予想値を下回る見込みであります。営業利益、経常利益は個別業績予 

 想と同様の理由から前回発表予想値を上回る見込みであります。親会社株主に帰属する当期純利益 

は、前述のとおり、のれんの一時償却および減損損失を計上することにより前回発表予想値を下回 

る見込みであります。 

 

４．配当予想について 

  2026 年３月期の配当予想につきましては、2026 年１月 29 日に公表した１株当たり年間配当 72 円 

（中間配当 36 円、期末配当 36 円）から変更はありません。 

 

 

（注）本資料に記載されている業績予想数値等に関する記述は、当社が現在入手している情報および合

理的であると判断する一定の前提に基づいているものであり、実際の業績等は様々な要因により

大きく異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


